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おもしろワクワク化学の世界 ’08　広島化学展
―体験・展示に参加して―

工作部門 ガラス・木材加工技術班
○新谷 博志，佐藤 勇，藤原 雅志，南 治志

1．はじめに
　この事業は，次世代を担う若い世代の理科離
れ，ひいては化学離れが憂慮されているなか，
このような状況を少しでも改善すべく，化学技
術の重要性・すばらしさ・化学本来の不思議さ
や面白さを小・中・高校生に訴え，化学と化学
技術の正しい理解を促し，将来，化学の分野に
進む優秀な人材になっていただけるよう，日本
化学会では全国規模で種々の啓蒙活動を展開し
ています．
　そのひとつとして，日本化学会中国四国支部
では，財団法人・徳山科学技術振興財団の協力
を得て，平成5年より毎年この化学展を中国四
国地域の1都市で行ってきました．
　ガラス工房として，この化学展に過去2回参
加してきました．その経験を踏まえ，より多く
の子供たちに熱すれば溶けて，かたちを変える
ガラスの不思議さを体験していただくため，参
加しました．

2．期間・会場
期間：平成20年7月25日～27日
会場：広島市こども文化科学館
　　　広島市中区基町5番83号

3．参加対象者
　県内の小・中・高校生および一般の方々

4．体験・展示内容
○バーナーによるガラスの溶融（トンボ玉の製
作）安全のため，中学生以上の人を対象とした．
　使用する道具はブンゼンバーナー，ガラスを

巻き取る剥離剤（金属とガラスがくっつかない
ようにするためのもの）を塗った金属の棒，こ
て，など（写真-1）．

　剥離剤を塗った金属の棒と色ガラス棒をブン
ゼンバーナーの炎で徐々に熱し，色ガラス棒が
熔けて垂れはじめてきたら，金属棒に巻き取り
ます．（写真-2）

　ガラスを巻き取った金属棒を回転させながら
ガラスを丸く仕上げます．何種類かの色の違う
ガラスの組み合わせで好きな模様のトンボ玉を
作ります．ガラスが丸く仕上がったら，バーミュ
キュライトの中に入れ，およそ40分徐冷しま
す．ガラスは急激に冷やすとひずみで割れてし
まいます．ガラス全体を均一に熱し，徐々に冷

写真-1

写真-2




